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令
和
二
年
度
　
　
／
．
ノ
′
ぜ

定
時
哺
乳
澗
催
■
瓢

去
る
六
月
二
十
四
日
、
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
ア
ー
バ
ン
に
於
い
て

令
和
二
年
度
定
時
絵
会
を
会
員

や
来
賓
の
気
仙
沼
税
務
署
・
最

上
治
署
長
、
宮
城
県
気
仙
沼
県

税
事
務
所
・
大
石
雅
邦
所
長
の

出
席
の
も
と
開
催
し
た
。

は
じ
め
に
熊
谷
会
長
よ
り

「
二
〇
二
〇
年
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
の
年
と
し
て
希
望

を
持
っ
て
迎
え
た
は
ず
だ
っ
た

が
、
予
想
だ
に
し
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
世

界
中
が
混
乱
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
延
期
と
な
っ
た
。
さ
ら
に

緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
自
粛
生

活
も
数
ヶ
月
続
き
、
経
済
活
動

の
停
滞
を
招
い
て
い
る
。
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
に
苦
慮

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
当
会
の
活

動
に
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
心

か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

震
災
の
年
か
ら
九
年
余
り
が

経
過
し
、
復
興
創
生
期
間
の
最

終
年
度
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

事
業
再
生
を
目
指
し
て
い
る

方
々
に
と
っ
て
は
厳
し
い
日
々

で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。
気
仙

沼
魚
市
場
に
お
い
て
は
夏
漁
の

主
役
で
あ
る
カ
ツ
オ
の
水
揚
げ

が
始
ま
っ
た
。
漁
は
ま
だ
本
格

的
で
は
な
い
が
、
二
十
四
年
連

続
日
本
一
に
向
け
て
の
順
調
な

水
揚
げ
を
期
待
す
る
。
ま
た
市

内
で
は
新
た
な
商
業
施
設
の
開

店
や
湾
岸
横
断
橋
が
一
本
に
繋

が
る
な
ど
、
確
実
に
復
興
が
前

進
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
よ

）

う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
来

春
の
N
H
K
朝
の
連
ド
ラ
の
舞

台
が
気
仙
沼
に
決
定
し
た
。
こ

れ
を
機
に
復
興
が
加
速
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

し
か
し
復
興
も
道
半
ば
の
と

こ
ろ
で
今
回
の
コ
ロ
ナ
問
題
も

重
な
り
、
各
会
員
事
業
所
に
お

い
て
も
人
手
不
足
や
販
路
の
拡

充
・
促
進
等
の
課
題
は
山
積

し
、
人
口
減
少
と
相
ま
っ
て
先

行
き
不
透
明
な
厳
し
い
状
況
下

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。

国
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
サ
イ

ド
に
対
し
て
は
被
災
地
の
実
情

を
踏
ま
え
た
今
ま
で
以
上
に
柔

軟
で
き
め
細
や
か
な
対
応
を
強

く
期
待
す
る
。

法
人
会
の
活
動
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
開
催
を
予
定
し
て
い

た
セ
ミ
ナ
ー
を
感
染
予
防
の
観

点
か
ら
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
続
い
て
い
た
が
、
今
後

に
つ
い
て
は
自
粛
解
除
も
広
が

り
を
み
せ
て
い
る
の
で
新
た
な

生
活
様
式
を
遵
守
し
っ
つ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
支
部
と
部
会
と
の
連

携
も
杏
に
し
て
セ
ミ
ナ
ー
・
講

演
会
・
租
税
教
室
な
ど
、
今
年

度
も
活
発
な
活
動
を
展
開
出
来

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
の
で

皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
す

る
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
表
彰
式
を
行
い
、
初

め
に
当
会
で
十
年
以
上
役
員
を

務
め
て
い
る
方
に
全
法
連
会
長

表
彰
と
東
北
六
県
会
長
表
彰
を

伝
達
し
た
。
次
に
、
同
一
事
業

所
で
十
五
年
以
上
経
理
事
務
に

従
事
し
企
業
の
発
展
に
寄
与
し

た
二
名
に
表
彰
状
と
記
念
品
を

授
与
し
た
。
最
後
に
、
地
道
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
方
々

へ
の
支
援
と
更
な
る
活
躍
を
期

待
す
る
目
的
で
行
っ
て
い
る

「
令
和
元
年
度
（
第
十
七
回
）
社

会
貢
献
大
賞
」
　
の
表
彰
を
行
っ

た
。
受
賞
団
体
に
は
表
彰
状
と

金
一
封
が
贈
ら
れ
、
受
賞
者
か

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ー
チ
で
感

謝
の
言
葉
と
今
後
の
抱
負
な
ど

が
述
べ
ら
れ
た
。

（
各
団
体
の
活
動
紹
介
は
6

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

そ
れ
か
ら
議
事
に
入
り
、
事

務
局
か
ら
①
令
和
元
年
度
事
業

②
令
和
二
年
度
事
業
計
画
③
令

和
二
年
度
収
支
予
算
を
報
告

し
、
議
案
審
議
に
移
っ
た
。

第
二
号
議
案
「
令
和
元
年
度

収
支
決
算
承
認
の
件
」
、
第
二
号

議
案
「
役
員
及
び
委
員
に
対
す

）

る
報
酬
等
に
関
す
る
規
程
の
変

更
に
つ
い
て
」
　
の
二
議
案
が
審

議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
議
な
く

可
決
承
認
さ
れ
た
。

■
役
員
表
彰

公
益
財
団
法
人

全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
表
彰

理
事
　
藤
谷
　
廣
司

東
北
六
県
法
人
会
連
合
会
長
表
彰

理
事
　
生
駒
　
正
博

理

事

　

高

橋

　

渡

■
永
年
勤
続
功
労

経
理
担
当
者
表
彰

㈱
森
谷
組
　
　
　
小
野
寺
明
子

㈱

ヤ

マ

カ

　

　

　

渡

辺

　

絵

美

（敬称略）
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一

令
和
二
年
度
事
業
計

市
乳
浦
勤
払
下
〃
引
一

1
　
適
正
公
平
な
税
制
と
租
税

負
担
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、

総
力
を
結
集
し
て
政
府
・
国
会

並
び
に
政
党
に
対
し
て
　
（
公

財
）
　
全
国
法
人
会
総
連
合
を
通

じ
て
強
力
な
要
望
を
行
い
、
そ

の
実
現
を
期
す
る
。

会
、
〓
社
）
　
宮
城
県
法
人
会
連

合
会
お
よ
び
関
係
友
誼
団
体
と

連
絡
協
調
を
図
る
と
と
も
に
、
本

会
の
公
益
法
人
と
し
て
の
目
的

達
成
に
必
要
な
事
業
を
実
施
す

る。6
　
会
員
企
業
、
地
域
経
済
復

興
に
向
け
て
の
支
援
事
業
、
情

報
提
供
を
実
施
す
る
。

2
　
税
務
当
局
と
の
相
互
信
頬

に
よ
り
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
⑧

運
営
に
協
力
し
、
申
告
納
税
制

度
に
寄
与
す
る
。

3
　
日
計
主
義
を
徹
底
し
、
経

営
の
合
理
化
を
図
る
と
と
も
に
、

自
主
申
告
体
制
を
確
立
す
る
た

め
誠
実
な
記
帳
と
適
正
な
申
告

の
指
導
に
努
め
る
。

4
　
企
業
経
営
の
健
全
を
期

し
、
企
業
の
合
理
化
、
生
産
性

の
向
上
を
図
る
た
め
経
営
・
経

理
・
労
務
に
関
す
る
研
究
指
導

を
行
う
。

5
　
（
公
財
）
全
国
法
人
会
稔
連

合
、
東
北
六
県
法
人
会
連
合

し
．
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意

識
・
納
税
道
義
の
高
揚
並
び
に

財
政
及
び
税
制
・
税
務
に
問
す

る
調
査
研
究
・
提
言
に
関
す
る

事
業
　
（
公
1
）

川
税
知
識
の
普
及
を
目
的
と
す

る
事
業

①
税
務
研
修
会

②
税
や
財
政
講
演
会

③
新
設
法
人
説
明
会
・
決
算
申

告
説
明
会
・
消
費
税
説
明
会

④
参
考
本
、
テ
キ
ス
ト
の
配
付

（
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

の
普
及
、
推
進
）

㈲
納
税
意
識
の
高
揚
を
目
的
と

す
る
事
業

①
広
報
誌
の
発
行

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
税
情

報
の
広
報

③
租
税
教
室

④
税
の
絵
は
が
き
募
集

⑤
「
税
を
考
え
る
週
間
」
広
報

及
び
協
賛
事
業

⑥
e
・
T
a
 
X
　
の
利
活
用
の

促
進

㈱
税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調

査
研
究
並
び
に
提
言
に
関
す
る

事
業
①
税
制
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

②
税
制
改
正
要
望
書
の
関
係
機

関
へ
の
提
出

③
税
制
改
正
要
望
大
会

④
全
国
青
年
の
集
い

⑤
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

）

2
．
地
域
中
小
企
業
の
健
全
な

軽
骨
と
発
展
に
資
す
る
事
業

（公2）
川
地
域
企
業
の
健
全
な
発
展
に

資
す
る
事
業

①
経
営
セ
ミ
ナ
ー

（
地
域
活
性
化
・
先
進
事
例
研
究

等
セ
ミ
ナ
ー
）

②
経
済
セ
ミ
ナ
ー

③
財
務
・
会
計
セ
ミ
ナ
ー

④
社
員
実
務
セ
ミ
ナ
ー

⑤
教
養
講
話

⑥
講
演
会

3
．
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展

に
責
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
事
業
　
（
公
3
）

川
地
域
社
会
貢
献
を
目
的
と

す
る
事
業

①
社
会
貢
献
大
賞
表
彰

②
学
校
関
係
、
公
共
・
福
祉
施

設
等
へ
の
物
品
寄
贈

③
講
演
会
の
開
催

4
．
会
員
相
互
の
情
報
交
換
並

び
に
交
流
に
関
す
る
事
業
、
軽

骨
支
援
事
業
及
び
入
会
促
進
に

関
す
る
事
業
　
（
他
1
）

川
会
員
増
強
運
勤
の
充
実

①
新
設
法
人
情
報
の
取
得

②
支
部
に
よ
る
会
員
勧
奨

③
役
貞
合
同
会
議

㈲
会
員
交
流
に
資
す
る
事
業

①
新
年
会
員
交
流
会

②
稔
会
交
流
会

③
役
員
合
同
会
議
交
流
会

④
部
会
移
動
研
修
会

⑤
部
会
視
察
研
修
会

⑥
支
部
交
流
会

㈱
会
員
福
利
厚
生
等
に
関
す
る

事
業
①
経
営
者
大
型
保
障
制
度
の
普

及
推
進

②
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
の
普
及
推

進③
が
ん
保
険
制
度
の
普
及
推
進

④
貸
倒
保
証
制
度
の
普
及
推
進

⑤
P
E
T
検
診
の
普
及
推
進

㈹
支
部
、
部
会
の
充
実

①
部
会
研
修
会

②
支
部
研
修
会

③
唐
桑
支
部
三
〇
周
年
、
歌

津
・
志
津
川
支
部
四
〇
周
年
記

念
事
業
の
開
催

㈱
会
員
特
別
融
資
制
度
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令和元年度正味財産増減計算霊【決算】
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

公益社団法人気仙沼法人会

彰日∃ 7．＃別　のの好 �9iD�.b�前年度 ����ﾄ��■用 

仔）】■太財摩■用益 塔���800 ���▲本財産利息収入 

也職歴鸞産運用盤 �����713 ��#��r� 

（勤婁正金● 嶋�CS���C����8．765．的0 ��##SX�H���禽賀】元年It食● 

（恥■t収益 ��#��Cピ��421．420 ��祷�CCS�� 

（瓢豊取助成金義 塗�C��X�C����0．300．52tI �3���C3sB�全法遵・■遵助成金 

曲事ntl日金 ���C#���Fﾒ�969．500 �#���CX�儉2� 

の畢取三■付金 鼎x�C����103．000 ��#Sh�H�負L2�岳蘭法人会▲1嘉金 

（細収入 鉄���CC���344．092 ��ch�C3ヲ� 

縫♯収益蘭 ��x�CSス�C�S��16．911．051 昿ォ�C��r� 

の暮暮t ��X�C�Cx�C��B�13．598．165 ���8x�,ﾘ�Cイ�� 

役▲報酬 ���0 ���二・・■　－ノ・一∴　・押　＝ 

給料手当 滴�Cイ��Cc���4．771．200 都��CC���■■給与・手当 

追放給付■用 �33h�C����249．600 塔h�CC���特退会掛金 

袖剃t■生■ 涛#x�C�#��840．908 塔x�C�#��一一・過し　ソ　　ここ：一　三・・一＝一・二1～ 

檎■審韻書 �3C��C����493．100 ��#�S8�C���� 

適1書運搬■ 田sH�C3ッ�613．130 田��C#Sb� 

mjl製太■ 田3��Csモ�278．595 �3c��C��2�覇Lt■会テキストma 

会旛書 ����C����36．940 ��#���C鼎��萎■金蘭儀霊 

広鶴制作書 �33x�C33R�336．000 ���C33R� 

会場費 鼎#��CcC��422．281 ��#cC�� 

緒開会 ���C��X�Cゴ��1．797．436 ������C#2�8日■傘・l■乳剤耶相性 

広告曽伝書 �3���Cc���291．492 �#x�C��b�研♯会木内広慮細鷹月 

全■審漆■ �(�Cc3h�C都��1．723．888 涛�8�C���� 

支払負担金 塔��C����178．000 ��#���C���� 

壬払♯付金 �3s(�CS���485．270 ��#��(�Css��乱・　　　⊥乱　－　　　　　′一 

無量壬暮 鉄�(�C#���418．668 涛8�CSS��社会■♯暮霊濃彰★金 

5．280 鼎X�CS���△40＿238 �7H4�6(4�5斡��ｩ�2�

＝　潤し �3��CScR�19．115 ��(�CCS��事務用品 

t借料 鉄sX�CS#��570．240 店�C#���書籍所t惰料 

蛙料■ 店�Csィ�8．592 ��#(�C����十両ガソリン代 

雑書 鼎��C��B�18．192 �#(�C�#"�譜Ilt 

（at理t �8�C�3h�C#途�3．818．097 �����C#��� 

股■鶴酬 鉄��CC���40．800 祷�Cc��� 

給料手当 ���C#�(�CC���1．192．800 ����Cc���1■給与・手当 

i■絵付曽貝 塔H�C����62．400 �#��Cc���鞘退金掛金 

福利庄生霊 �#3��C塔"�210．227 �#��CsSR�・一・・L・一　訝し打出一三・一ヒ・・・一　丁 

1藷■審；■j■ ��ド�CcC��233．500 ��#Ch�Cツ��役1■旅■・節会撫■ 

禰什Tl■■ �(�ｩe��C�C��281．521 ��H�CS��� 

日】且l如太】■ ��#h�Cssr�108．971 ��x�C��b� 

会旗■ 鉄3��Cc���319．120 �#�(�CC���役人会開催● 

広報1腋作暮 塔H�C33"�84．000 �33"�′　∴ヱ　胤　胤二 

緒全書 �3C��CC���352．400 ��#8�C���� 

支払負担金 �����C����114．000 ��#�8�C���� 

吉払壷】経書 �#S(�C����252．000 ���色重患■蕪○艶■ 

細線公腹 涛��CS���108＿400 ��#�X�C����法人事込、市■民経書 

新蘭図暮書 ����C����19．800 ���」］・－；ヱ 

r・・ 涛��C�3B�130．927 ��#C��Cン2�■弔●用 

1．320 ����C3s��△10．059 �7H4�6(4�5斡�ｴｩ�2�

消耗品t 滴�C塔b�4．778 �#���溝＝・一・ 

t檎魁 ��C8�Cャ��142．560 ���C3#��事務所1什料 

惚魁■ ����CCb�2．148 ��#s�"�■雨ガソリン代 

鍬景 都x�Csc��148．366 ��#s��3c�b� 

♯欄t用計 ����C塔8�C3���17．41l．202 ���CSベ�C�C�� 

当期経常増減額 ��#��CC�x�Cゴ2�△505．211 �� 

21隊計れ彿ガの顔 �� �� 

ニ　　　　■・一 ����3��������100．0∝） ��こ巳▼一・・r・；・－：■一茂まJ」」しぶ　・こ　▼r・－：－1二　一　＝　▼ 

（2）岳父外●用 ���C3���C����100．0∝I ��弧・・ピ胤て　　⊥・　麒－：Jニ　ー　…一 

当期経常外増減額 ���0 �� 

i！j　・・与　■F　該当・三三二七三 ��#��CC�x�H蒹2�△505．211 �� 

一般正味財産期首残高 �#��CCS(�C3#R�21＿057＿538 �� 

一般正味財産期末残高 �#��C�3H�C�s"�21．452．325 �� 

正味財産期末残蔦 �#��C�3H�C�s"�21．452．325 �� 
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令和2年度正味財産増減計算雷【予算】
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

＝ 7．g常樹の．訝 �9iD�7��前年度 ����2�i用 

の1太財産運用益 塔���800 ���轟本財塵利息収入 

⑳精定士産運用益 都���700 ��� 

8）墨取金● 嶋�CC���C����8．450．000 ��#C��C����禽和2年度会● 

腐）暮彙収益 鉄���C����470．000 �3��C���� 

⑥塵取助成金讐 嶋�CC�X�C#���6．450．900 ��#3X�Cs���全法遽・県連助成金 

⑥隻取1錮虚 ���C#���C����1．209．000 ��#��C���� 

仔）豊艶書付食 ���0 ��� 

（紬血入 都S��C����745．1（X〉 店�C���� 

♯★収益肘 ��x�C#sx�C����17．328．500 ��#Fﾈ�3s��� 

①事集t ��H�Cンh�CC���14．814．400 塔(�C���� 

給i錮l舗 ���0 ��� 

給料手当 滴�Cンh�C����4．856．000 鼎��C����■■給与・手当 

過■給付t用 鼎3(�C����336＿000 涛h�C����中退金掛金 

編制1壬生● 都s��C����770．000 ���一l・L・一一・E′・ど・：一三」一線：一三 

旅書交通● �3C��C����373．000 ��#38�C���� 

通信運搬● 鉄#��C����570．000 ��#S��C���� 

m個l】敗太● 鉄���C����560．000 ��#c�������研儀会テキストml引 

会濾書 塔��C����98．000 ��#���C����魯■会W儀■ 

広銀宙l作● �3C��C����340．000 ��� 

≡・一・二 鉄#��C����860．000 ��#�C��C����研儀会事全tl代 

繚納金 �(�CC#��C����1．900．000 鉄#������� 

広告量伝書 �3���C����280．000 �#��C����研鯵全豪内広告Ilt料 

会員交流● �(�C����C����2．250．000 ��##S��C���� 

支払負担金 �����C����100．000 ��� 

支払零付会 鼎���C����480．000 ��� 

為義引■ 鉄���C����555．000 ��#SX�C���� 

濾鮭什署償晶貴 �#��C����32．000 ��#�(�C����■品 

消耗品暮 �#��C����32．000 ��#�(�C����暮霧用品 

t描料 鉄���C����580．800 ���事精斬t惰料 

燃料t 祷�Cc���9．800 ���上向ガソリン代 

雑書 田��C����32．000 �#��C����■■■ 

（診t理★ �8�CSc��C����3．057．800 ��#度�C���� 

1甘■鶴酬 鼎��C����40．000 ���丸運会■讐日当 

鎗魁手当 ���C##H�C����1．214．000 ����C����■l■給与・手当 

退】■給付書用 �����C����84．000 �#H�C����中退金掛金 

福利l壬生書 �#���C����200．000 ��� 

熊●交通t ��c�������180．000 ��##��C����役▲▲汝●・部会撫● 

遇IE運搬暮 �3���C����330．000 ��#3��C���� 

印刷製本■ ���X�C����120．000 ��#�X�C����一一＝－1　－＝一　巳二・擢r・川：r・＝・一　　主＝，・一　一▲　－ 

会tlt �#C��C����260．000 ��##��C���� 

広報制1七暮 塔X�C����85．000 ��� 

緒会費 �3C��C����349．000 ���・：r一　・・・：・一　・　∴r一　三Bi張L 

支払負担金 塔��C����80＿000 ��� 

雪組魯鮪書 �#S(�C����252．000 ��� 

租税公課 �����C����100．000 ���法人蟻、市■民税礪 

鮪蘭図暮● �#��C����20．000 ���■■l■■虹 

▼■　　－ 塔��C����100．000 ��##��C���� 

5．000 嶋�C����△3．000 ���V��

澹鰊晶曽 店�C����8．000 ��#8�C����事務用品 

t檎料 ��CX�C#���145．200 ���暮寝所t僧料 

燃料曽 �(�CC���2．400 ���■再ガソリン代 

雑費 田��C����80．000 ��##��C���� 

経常義用計 ����CCSx�C����18．472．000 ��#�X�3���� 

当期経常増減額 ��#��C�s��C#���△1．145．500 �8�38�Cs��� 

2磨常ガ朋のJ好 �� �� 

（1Mbt■外血さ ���C#���C����1＿200．m �� 

（21■鷹外■用 ���C#��������1．200．000 �� 

当期経常外増減臨 ���0 �� 

当期正味財産増減額 ��#��C�s��C#���△1．145，500 ��#38�Cs��� 
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▼　　彗

】∃良

I
－
会
山
ば
人
駅

南
三
陸
禰
興
市

実
行
委
員
会
（
志
津
川
）

東
H
本
大
震
災
か
ら
わ
ず
か

五
十
日
後
の
二
〇
一
一
年
四
月

二
十
九
日
に
　
「
ほ
う
さ
い
朝
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
　
の
支
援
を
受

け
、
第
一
回
福
興
市
を
開
催
し

た
の
が
始
ま
り
。
甚
大
な
被
災

状
況
下
で
の
実
施
だ
っ
た
が
、

地
域
住
民
に
元
気
を
与
え
再
び

立
ち
上
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
「
単
な
る
復
興
で
は
な
い
、

市
か
ら
福
を
興
す
」
と
い
う
願

い
を
込
め
、
ほ
ほ
毎
月
の
ペ
ー

ス
で
音
楽
ス
テ
ー
ジ
や
花
火
・

餅
つ
き
な
ど
多
彩
な
趣
向
を
こ

ら
し
た
　
「
福
輿
市
」
を
開
催
し

多
く
の
南
三
陸
フ
ア
ン
を
生
み

出
し
た
。
現
在
で
は
町
の
シ
ン

ボ
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し

て
お
り
、
記
念
す
べ
き
百
回
日

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

共
生
社
会
推
進
部
門
賞

一
般
社
団
法
人

「
コ
・
エ
ル
」
　
（
気
仙
沼
）

『
コ
・
エ
ル
』
　
は
、
高
次
脳
機

能
障
害
者
家
族
と
そ
の
支
援
者

が
、
地
域
交
流
に
お
い
て
様
々

な
障
害
へ
の
理
解
と
社
会
参
加

の
あ
り
方
、
障
害
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
考
え
平
成

二
十
四
年
十
二
月
に
設
立
さ
れ

た
。
平
成
二
十
五
年
三
月
「
就

労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
れ
い

ん
」
、
平
成
二
十
八
年
四
月
「
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
じ
よ
い
ん
」

開
所
。
陣
が
い
の
あ
る
方
々
の

特
性
に
あ
っ
た
機
能
訓
練
や
就

労
に
必
要
な
講
座
や
生
活
リ
ズ

ム
の
改
善
、
体
力
作
り
、
施
設

外
で
の
実
習
等
、
社
会
人
と
し

て
の
自
覚
・
自
立
が
出
来
る
よ

う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
就
労

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
質

点
町
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ク
ラ
ブ
　
（
気
仙
沼
）

当
ク
ラ
ブ
は
、
趣
味
の
会
や

）

お
茶
会
等
の
交
流
サ
ロ
ン
や
高

齢
者
世
帯
の
訪
問
活
動
を
通
じ
、

長
年
に
亘
り
福
祉
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
特
に
、
地
区
内

に
は
高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮
ら

し
世
帯
が
多
く
、
見
守
り
活
動

は
真
に
地
域
包
括
ケ
ア
に
繋
が

る
重
要
な
取
組
み
で
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

魚
町
地
域
は
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
甚
大
な
る
被
害
を
受
け

て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ

ブ
も
震
災
で
困
窮
す
る
状
況
の

中
で
休
止
期
間
を
経
て
組
織
を

再
編
し
、
平
成
二
十
七
年
四
月

か
ら
活
動
を
再
開
し
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

哀
巾
よ
化
部
門
賞

大
沢
打
ち
ば
や
し
保
存
会（唐桑）

平
成
三
年
、
大
沢
地
区
で
行

わ
れ
る
　
「
柴
木
ま
つ
り
」
道
巾

お
ど
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

小
原
木
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
児
童
・
保
護
者
・
地
区
内
の

有
志
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
。

震
災
に
よ
り
全
て
流
失
し
た

が
、
支
援
を
受
け
太
鼓
等
が
再

び
揃
え
ら
れ
、
現
在
で
は
大
沢

地
区
こ
ど
も
育
成
会
で
活
動
を

受
継
ぎ
、
保
護
者
も
一
緒
に
練

習
し
て
い
る
。
伝
統
芸
能
を
伝

承
す
る
観
点
か
ら
も
地
域
貢
献

度
が
高
い
。
主
に
、
地
区
内
の

お
祭
り
や
唐
桑
町
福
祉
ま
つ
り

に
出
演
。
平
成
三
十
一
年
三
月

に
は
、
三
陸
道
開
通
式
で
演
奏

を
披
露
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
部
門
賞

佐
藤
誠
悦
　
（
本
吉
）

十
八
歳
か
ら
現
在
ま
で
五
十

年
間
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
地
域
づ
く
り
へ
貢

献
。
気
仙
沼
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
「
本
書
ジ
ュ
ニ
ア
」
　
の
コ
ー

チ
と
し
て
二
十
五
年
間
小
学
生

へ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
指
導
と
指

導
者
育
成
に
取
組
ん
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
平
成
三

十
年
に
気
仙
沼
市
体
育
協
会
よ

り
表
彰
を
受
け
る
。

震
災
の
掛
波
で
被
害
を
受
け

た
自
身
の
水
田
を
二
年
か
け
て

復
活
さ
せ
、
二
〇
一
三
年
か
ら

稲
刈
り
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
音

楽
を
コ
ラ
ボ
し
た
　
「
稲
刈
り

カ
ッ
プ
」
を
主
催
し
県
内
外
の

若
者
・
外
国
人
留
学
生
な
ど
一

二
〇
名
が
参
加
し
地
域
住
民
と

の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
震
災
当
時
は
消
防
士

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
　
「
い
の
ち

‥

を
守
る
」
　
語
り
部
と
し
て
国
内

の
み
な
ら
ず
海
外
で
も
講
話
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
振
興
部
門
賞

歌
津
地
区
復
興
支
援
の
会

〓
燈
」
　
（
歌
津
）

以
前
は
　
「
す
ぼ
ら
し
い
歌
津

を
つ
く
る
協
議
会
」
や
「
N
P
O

法
人
夢
未
来
南
三
陸
」
と
い
う

団
体
の
中
で
活
動
し
て
い
た
が
、

平
成
二
十
九
年
度
よ
り
「
歌
津

地
区
復
興
支
援
の
会
一
燈
」
と

し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
主

な
活
動
は
地
区
内
の
情
報
発
信

を
目
的
と
し
て
復
興
支
援
広
報

紙
　
「
一
燈
」
　
を
年
に
四
回
程
度

発
行
し
て
い
る
ほ
か
、
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
自
然
や
歴
史
、

災
害
に
つ
い
て
学
習
す
る
機
会

を
設
け
る
こ
と
で
、
歌
津
地
区

の
こ
と
を
受
け
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
震
災
後
希
薄
に
な
っ

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

を
目
的
と
し
、
お
茶
会
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
を
は
じ
め
ア
ク
セ
サ
リ
ー

や
布
草
履
等
の
郷
土
品
の
製
作

を
通
じ
て
活
発
な
地
域
交
流
の

場
を
形
成
し
て
い
る
。
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経営コンサルタント　崎山宜行

仕
事
が
で
き
る
人
に
共
通
す

る
こ
と
は
、
先
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

携
わ
っ
て
い
る
仕
事
の
ゴ
ー

ル
が
見
え
、
そ
の
ゴ
ー
ル
に
至

る
ま
で
の
過
程
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
効
率
的
に
、
短
時
間
で

到
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
成
果

も
挙
げ
て
い
る
の
で
す
。

先
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
力
を
最

大
化
す
る
た
め
に
は
、
ゴ
ー
ル

で
あ
る
期
待
は
何
な
の
か
、
そ

の
た
め
に
す
べ
き
こ
と
は
何
な

の
か
を
組
み
立
て
、
い
つ
ま
で

に
達
成
す
る
か
と
い
っ
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
組
み
立
て
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ

）

で
き
る
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
「
仕

事
が
で
き
る
」
　
と
い
う
公
式
が

成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
力
を
日

頃
か
ら
強
く
す
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
情
報
の
引
き
出
し
を

多
く
蓄
え
て
お
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
い
わ
ば
　
二
を
知
っ
て
十

を
知
る
」
　
よ
う
に
、
僅
か
な
情

報
を
得
て
も
、
瞬
時
に
全
体
像

を
描
け
る
よ
う
に
な
る
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
日
頃
か
ら

実
践
し
て
お
き
た
い
、
至
極
当

た
り
前
な
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え

し
ま
す
。
常
識
的
な
実
践
を
記
し
て
い

ま
す
が
、
小
さ
な
実
践
の
差
が

大
き
な
業
績
の
差
と
な
る
時
代

だ
け
に
、
部
下
指
導
に
当
た
る

管
理
者
も
服
席
し
て
お
き
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

①
メ
モ
習
慣
を
身
に
付
け
よ
う

仕
事
が
で
き
る
人
ほ
ど
、
メ

モ
を
取
る
習
慣
が
身
に
付
い
て

い
ま
す
。
単
に
、
商
談
で
の
顧

客
と
対
面
し
て
の
メ
モ
だ
け
で

な
く
、
入
手
し
た
情
報
や
デ
ー

タ
、
思
い
つ
い
た
こ
と
、
気
が

付
い
た
こ
と
、
改
め
る
べ
き
こ

と
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
‥
‥
‥
、
即
座
に
ポ
ケ

ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
て
、
記
し

て
お
く
こ
と
で
、
効
率
的
な
取

り
組
み
を
実
現
す
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

昨
今
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ

ホ
な
ど
の
メ
モ
機
能
が
あ
る
情

報
機
器
も
あ
り
ま
す
が
、
自
由

に
図
解
化
し
て
記
録
し
て
お
く

こ
と
や
メ
モ
し
た
取
り
組
み
の

優
先
順
位
を
付
番
し
て
記
録
し

て
い
く
な
ど
か
ら
い
え
ば
、
手

書
き
の
ポ
ケ
ッ
ト
版
手
帳
ノ
ー

ト
が
最
適
で
す
。

さ
ら
に
、
お
客
様
と
の
対
話

で
の
顧
客
の
要
望
や
情
報
な
ど

メ
モ
は
、
お
客
様
に
し
て
み
れ

ば
、
こ
ち
ら
の
言
い
分
や
事
情

を
聞
い
て
く
れ
る
と
の
思
い
も

抱
か
せ
、
誠
実
さ
も
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
よ
う

成
果
を
上
げ
て
い
く
仕
事
を

進
め
る
上
で
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
立
て
て
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
す
。
い
つ
ま
で
に
ど
ん

な
こ
と
を
こ
な
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
明
確
に

な
り
、
段
取
り
よ
く
、
効
率
的

な
活
動
で
、
成
果
を
上
げ
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

1
日
、
1
週
間
、
せ
め
て
1

カ
月
先
ま
で
を
見
通
し
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
建
て
を
し
て
お
く
と
、

）

心
に
ゆ
と
り
も
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
共
に
仕
事
を
進
め
る
社

員
同
士
が
情
報
と
目
標
を
共
有

化
し
、
一
段
と
成
果
を
高
め
る

結
果
と
な
り
ま
す
。
無
論
、
仕

事
に
取
り
組
む
上
で
の
リ
ス
ク

や
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
つ
な
が
る

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

③
集
中
し
て
取
り
組
も
う

仕
事
は
、
だ
ら
だ
ら
取
り
組

ん
だ
3
時
間
の
仕
事
は
、
集
中

し
て
取
り
組
ん
だ
1
時
間
に
相

当
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
だ
け

に
、
短
時
間
で
濃
密
に
、
集
中

し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

です。自
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
ま
と

め
た
業
務
の
進
め
方
に
従
い
、

集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

予
期
以
上
の
成
果
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
し
、
失
敗
を
防

ぐ
効
果
も
高
く
、
さ
ら
な
る
成

果
を
高
め
る
ア
イ
デ
ア
も
副
産

物
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
こ
と

も
期
待
で
き
ま
す
。

④
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
よ
う

若
い
社
員
ほ
ど
学
校
教
育
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
習
熟
し
て

い
る
だ
け
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
積
極
的
に
活
用
し
、
働
い

て
い
る
業
界
に
通
じ
る
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
新
製
品
・

新
サ
ー
ビ
ス
へ
の
理
解
を
深
め
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
用
語
な
ど
の

理
解
し
て
い
く
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

そ
う
し
て
得
ら
れ
た
情
報
は

顧
客
に
役
立
つ
も
の
だ
っ
た
り

す
る
も
の
で
、
提
供
す
る
こ
と

で
顧
客
か
ら
の
指
示
や
満
足
が

え
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

は
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
身
に
付

け
て
お
き
た
い
ス
キ
ル
や
自
己

啓
発
を
図
る
上
で
の
情
提
供
機

会
に
も
恵
ま
れ
る
時
代
に
な
り

ま
し
た
。
法
人
会
の
H
P
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
磨
く
た
め

の
　
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
」

も
無
料
で
視
聴
で
き
、
活
用
し

て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

⑥
相
手
の
喜
ぶ
こ
と
を
考
え
よ
う

顧
客
で
あ
る
相
手
の
喜
び
が

あ
っ
て
こ
そ
、
仕
事
や
ビ
ジ
ネ

ス
は
成
立
す
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
の
基

本
は
　
「
お
客
さ
ま
、
そ
し
て
相

手
に
喜
ば
れ
る
」
　
こ
と
を
強
く

認
識
す
る
こ
と
で
す
。

相
手
に
喜
ば
れ
る
た
め
に
、

自
身
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

の
行
動
は
、
相
手
か
ら
も
大
事

さ
れ
る
と
と
も
に
、
成
果
に
も

な
る
の
で
す
。



法人けせんぬま　　　　　　　　令和2年7月31日　8第155号

走

国表①

7
0
一
基
瞳
代

少
子
高
齢
化
と
そ
れ
に
伴
う

労
働
人
口
の
減
少
は
、
依
然
と

し
て
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す。
そ
う
し
た
な
か
で
、
全
労
働

力
人
口
総
数
に
占
め
る
6
5
歳
以

上
の
割
合
は
1
1
．
8
％
（
平
成

2
8
年
統
計
）
と
、
上
昇
し
続
け

て
い
ま
す
。

「
何
歳
頃
ま
で
、
収
入
が
伴

う
仕
事
を
し
た
い
で
す
か
？
」

の
問
い
に
、
現
在
仕
事
を
し
て

い
る
高
齢
者
の
約
4
割
が
　
「
働

け
る
う
ち
は
、
い
つ
ま
で
も
」

働
き
た
い
と
回
答
し
て
お
り
、

「
7
0
歳
く
ら
い
ま
で
」
も
し
く

は
、
そ
れ
以
上
と
の
回
答
と
合

計
す
れ
ば
、
約
8
割
が
高
齢
期

に
も
高
い
就
業
意
欲
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

l
即
納
…
机
帥
駄
犬
l

平
成
2
5
年
4
月
よ
り
、
事
業

主
に
6
5
歳
ま
で
の
希
望
者
全
員

の
雇
用
確
保
措
置
が
義
務
付
け

ら
れ
、
令
和
6
年
度
に
は
、
一

部
残
っ
て
い
た
経
過
措
置
も
終

了
し
、
全
面
義
務
化
と
な
り
ま

す。
そ
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え

た
上
で
、
高
齢
者
の
さ
ら
な
る

活
躍
の
促
進
に
資
す
る
た
め
、

適
正
な
待
遇
の
確
保
な
ど
厚
生

労
働
省
に
お
い
て
検
討
が
重
ね

ら
れ
、
令
和
3
年
4
月
よ
り
7
0

歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
措

置
を
、
事
業
主
の
努
力
義
務
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
　
に
よ
る
と
、

6
5
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置
と

同
様
の
措
置
（
①
定
年
引
上
げ
、

②
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
、
③

定
年
廃
止
）
　
に
加
え
て
、
労
使

合
意
の
上
で
雇
用
以
外
の
措
置

（
④
継
続
的
に
業
務
委
託
契
約

す
る
制
度
、
⑤
社
会
貢
献
活
動

に
継
続
的
に
従
事
で
き
る
制
度
）

も
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。・
働
j
j
惇
＝

老
齢
年
金
は
、
一
定
の
年
齢

）

に
達
す
る
と
受
給
が
始
ま
り
ま

す
。
働
い
て
い
る
と
、
年
金
の

一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給
停
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

誤
解
も
多
い
よ
う
で
す
の
で
、

こ
こ
で
整
理
し
ま
す
。

ま
ず
、
年
金
受
給
開
始
年
齢

は
図
表
①
の
と
お
り
、
6
0
歳
～

6
4
歳
で
受
け
ら
れ
る
　
「
特
別
支

給
の
老
齢
厚
生
年
金
」
　
は
、
性

別
、
生
年
月
日
に
よ
り
受
給
開

始
年
齢
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

働
い
て
い
る
と
、
年
金
が
一

定
の
支
給
調
整
を
受
け
る
の
は
、

年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
が
厚
生

年
金
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
時

の
み
で
、
社
会
保
険
に
加
入
し

な
い
働
き
方
を
す
る
と
、
収
入

が
い
く
ら
あ
っ
て
も
、
年
金
の

支
給
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
国
表
②
参
照
》

在
職
老
齢
年
金

の
し
く
み

在
職
老
齢
年
金
と
は
、
支
給

調
整
さ
れ
た
年
金
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
在
職
に
よ
る
支
給
停
止
は
、

6
5
歳
未
満
で
受
給
す
る
　
「
特
別

支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
」
　
と
、

6
5
歳
以
降
に
受
給
す
る
　
「
老
齢

厚
生
年
金
」
　
の
み
が
対
象
で
、

老
齢
基
礎
年
金
は
影
響
を
受
け

ま
せ
ん
。
年
金
の
支
給
調
整
は
、
年
金

月
額
と
総
報
酬
月
額
相
当
額
（
棟

準
報
酬
月
額
＋
そ
の
月
以
前
1

年
間
の
賞
与
額
÷
1
2
）
　
を
も
と

に
計
算
さ
れ
ま
す
。

6
0
歳
台
前
半
と
後
半
で
は
、

支
給
調
整
基
準
額
が
異
な
り
ま

す。
6
0
歳
台
前
半
は
、
年
金
月
額

と
総
報
酬
月
額
相
当
額
と
の
合

計
が
2
8
万
円
を
超
え
る
と
、
年

金
額
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支

給
停
止
さ
れ
ま
す
。

6
5
歳
以
降
は
、
年
金
月
額
と

総
報
酬
月
額
相
当
額
と
の
合
計

が
4
7
万
円
を
超
え
る
と
、
年
金

額
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給

停
止
さ
れ
ま
す
。
（
※
4
7
万
円

は
令
和
2
年
度
額
）

年
金
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
公

的
給
付
と
し
て
、
高
年
齢
雇
用

継
続
給
付
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
6
0
歳
を
ピ
ー
ク
に

再
雇
用
後
の
賃
金
額
が
7
5
％
未

満
に
低
下
し
た
場
合
、
雇
用
保
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険
か
ら
本
人
に
給
付
さ
れ
る
も

の
で
す
（
一
定
の
要
件
あ
り
）
。

こ
れ
ま
で
事
業
主
は
、
定
年

再
雇
用
を
す
る
従
業
員
の
貸
金

を
決
め
る
際
、
こ
れ
ら
の
公
的

給
付
を
利
用
し
て
、
「
賃
金
十

年
金
＋
高
齢
雇
用
継
続
給
付
」

の
合
計
額
が
、
定
年
時
の
貸
金

に
な
る
べ
く
近
く
な
る
よ
う
最

適
貸
金
を
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
6
0
歳
で
年
金
が
支

給
さ
れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
無
年

金
期
間
の
あ
る
人
は
、
　
「
貸
金

＋
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
」
　
の

み
と
な
っ
て
し
ま
い
、
年
金
受

給
開
始
年
齢
ま
で
と
年
金
受
給

開
始
後
の
人
で
、
同
じ
賃
金
設

計
を
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
年
金
額
は
そ
れ

ま
で
の
年
金
加
入
歴
に
よ
っ
て

個
々
人
で
差
が
あ
り
ま
す
。

l
　
今
後
の
法
改
正
　
l

さ
ら
に
、
年
金
制
度
に
も
法

改
正
の
動
き
が
あ
り
、
　
「
年
金

制
度
の
機
能
強
化
の
た
め
の
国

民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」
　
が
閣
議
決
定
さ
れ

国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
在
職
老
齢
年
金

）

の
額
に
影
響
す
る
の
は
以
下
の

も
の
で
す
。

■
短
時
間
労
働
者
　
（
過
2
0
時
間

以
上
）
　
が
厚
生
年
金
の
適
用

対
象
に
な
る
事
業
所
の
規
模

要
件
現
行
5
0
1
人
以
上
●
令
和

4
年
1
0
月
よ
り
1
0
1
人
以

上
●
令
和
6
年
1
0
月
よ
り
5
1

人
以
上

■
令
和
4
年
4
月
よ
り
、
6
5
歳

未
満
の
在
職
老
齢
年
金
の
支

給
停
止
基
準
額
が
6
5
歳
以
上

と
同
じ
　
「
4
7
万
円
」
　
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

■
在
職
中
の
老
齢
厚
生
年
金
受

給
者
　
（
6
5
歳
以
上
）
　
の
年
金

額
は
、
従
来
は
退
職
す
る
ま

で
改
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
令
和
4
年
度
よ
り
、
毎

年
1
0
月
分
か
ら
年
金
額
改
定

が
行
わ
れ
ま
す
。

雇
用
保
険
で
は
、
令
和
7
年

度
か
ら
6
5
歳
ま
で
の
雇
用
確
保

措
置
の
全
面
義
務
化
と
と
も
に
、

そ
の
役
割
を
終
え
た
高
年
齢
雇

用
継
続
給
付
が
縮
小
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
「
賃
金

＋
年
金
＋
高
年
齢
雇
用
継
続
給

付
」
　
の
最
適
貸
金
設
計
が
、
今

ま
で
の
よ
う
に
は
い
か
な
く
な

る
こ
と
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
高
齢
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
と
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ

で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
企
業
と
し
て
、
7
0
歳

ま
で
の
就
業
確
保
措
置
の
中
で
、

ど
の
措
置
を
選
択
す
る
の
か
決

定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

雇
用
に
よ
ら
な
い
措
置
の
場

合
は
、
単
に
偽
装
請
負
に
な
ら

な
い
よ
う
、
十
分
な
労
使
協
議

が
必
要
で
す
し
、
複
数
制
度
を

導
入
し
た
場
合
に
は
、
個
人
に

ど
の
制
度
を
適
用
す
る
か
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
が
不
可
欠
と

な
っ
て
き
ま
す
。

本
人
の
意
向
を
聞
い
た
上
で
、

会
社
が
決
定
す
る
と
い
う
ス
タ

ン
ス
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ト
ラ
ブ
ル
な
く
高
齢
者
の

特
性
に
応
じ
た
多
様
な
人
材
活

用
を
考
え
れ
ば
、
あ
る
程
度
メ

ニ
ュ
ー
を
揃
え
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
『
同
一

労
働
同
一
貸
金
』
も
令
和
3
年

4
月
に
、
中
小
企
業
で
施
行
さ

れ
ま
す
。
労
働
条
件
の
低
下
が
、

一
律
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

）

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
定
年
再
雇
用
後
で
も
、

次
世
代
へ
の
技
術
の
継
承
な
ど
、

付
加
価
値
の
高
い
仕
事
を
担
当

し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
高
齢
者
の
貸
金
を
決
定
す
る

と
き
、
年
金
の
支
給
停
止
が
か

か
ら
な
い
よ
う
額
を
決
め
よ
う

と
す
る
と
、
年
金
の
少
な
い
人

の
賃
金
が
高
く
な
り
、
年
金
の

多
い
人
の
貸
金
は
低
く
な
り
ま

す
。
従
業
員
の
側
か
ら
す
れ
ば
、

同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
、

貸
金
に
差
が
出
る
の
で
は
不
満

が
残
り
ま
す
。

か
と
い
っ
て
、
支
給
停
止
さ

れ
た
年
金
は
、
退
職
後
に
も
ら

え
る
も
の
で
は
な
く
、
没
収
さ

れ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

企
業
が
賃
金
で
払
え
ば
払
う

ほ
ど
、
年
金
が
止
め
ら
れ
る
と

い
う
の
が
、
在
職
老
齢
年
金
の

図
式
で
す
。

複
雑
な
要
素
が
絡
み
合
う
な

か
、
組
織
の
年
齢
構
成
バ
ラ
ン

ス
、
高
齢
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
健
康
管
理
に
関
す
る
こ
と

な
ど
も
念
頭
に
、
定
年
再
雇
用

後
の
人
事
制
度
を
別
に
構
築
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

賃
金
に
関
し
て
は
、
純
粋
に
、

当
事
者
の
業
務
内
容
と
責
任
の

程
度
に
応
じ
て
設
定
し
、
そ
こ

か
ら
在
職
老
齢
年
金
の
計
算
を

し
て
、
支
給
停
止
が
か
か
ら
な

い
人
は
そ
の
ま
ま
の
額
、
か
か

る
人
は
減
額
し
、
そ
の
差
額
を

在
職
中
積
み
立
て
、
退
職
時
に

支
払
う
と
い
う
こ
と
を
初
め
か

ら
約
束
し
て
お
く
、
い
わ
ば
第

2
退
職
金
制
度
を
設
け
る
方
法

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

賃
金
制
度
を
年
功
序
列
か
ら

成
果
重
視
に
す
る
、
選
択
定
年

制
や
役
職
定
年
制
を
導
入
し
て

お
く
な
ど
、
企
業
全
体
の
人
事

制
度
の
見
直
し
も
必
要
に
な
っ

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が

そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

年
齢
に
関
わ
り
な
く
活
躍
で
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
環

境
整
備
し
て
い
く
こ
と
は
、
人

手
不
足
に
悩
む
企
業
に
と
っ
て

も
、
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
ま

す。
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
他
の

世
代
も
含
め
た
従
業
員
全
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
て

活
躍
で
き
る
人
事
制
度
を
構
築

し
、
今
後
の
企
業
の
成
長
戦
略

と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ます。
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◆
在
宅
勤
務
で
知
っ
た

豪
族
関
係

地
域
に
よ
っ
て
程
度
は
異
な

り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
問
題
は
、
「
ス
テ
イ
・

ホ
ー
ム
＝
家
に
い
な
さ
い
」
と

い
う
現
象
が
示
す
よ
う
に
、
働

く
人
々
と
そ
の
家
庭
に
も
影
響

し
ま
し
た
。
感
染
拡
大
が
終
息

し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
を
め
ぐ
る
様
々
な
対

応
が
、
働
き
方
や
家
族
の
あ
り

方
に
与
え
た
課
題
は
大
き
く
、

新
し
い
日
常
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

働
く
現
場
の
変
化
は
、
在
宅

勤
務
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
リ
モ
ー

ト
会
議
な
ど
の
言
葉
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
地
域
に

ょ
っ
て
、
そ
し
て
工
場
な
ど
業

種
業
態
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま

す
が
、
「
自
宅
で
の
仕
事
に
集
中

し
た
い
が
、
学
校
も
休
み
で
み

ん
な
家
に
い
る
。
う
る
さ
く
て

集
中
で
き
な
い
。
つ
い
、
妻
や

直

子
ど
も
に
怒
鳴
っ
て
し
ま
っ
た
。

ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う

相
談
が
4
月
、
5
月
は
結
構
あ

り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
投
げ
か

け
た
問
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

「
家
族
の
新
し
い
あ
り
方
を
見

つ
め
直
す
機
会
」
と
、
と
ら
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
豪
族
み
ん
な
を

尊
量
し
て
い
ま
す
か

こ
う
い
う
質
問
を
、
相
談
を

し
て
き
た
方
に
投
げ
か
け
ま
し

た
。
電
話
で
の
話
し
合
い
で
す
。

ち
ょ
っ
と
沈
黙
が
あ
り
ま
し
た
。

も
し
面
談
だ
っ
た
ら
、
視
線
を

ず
ら
し
て
考
え
込
ん
だ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
出
て
き
た
答
え
は

「
急
に
そ
う
言
わ
れ
て
も
、
尊

重
な
ん
て
普
段
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
ね
」
　
で
し
た
。

家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

）

ン
に
は
夫
婦
と
親
子
と
い
う

2
つ
の
関
係
性
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
に
も
大
切
な
こ
と
は
、

相
手
を
尊
重
で
き
る
か
ど
う
か
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

子
ど
も
は
子
ど
も
の
、
母
親

な
ら
母
親
の
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
人
格
、
価
値
観
、
考
え
方
が

あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
一
応
、
こ
こ
で
の
子
ど
も
は
、

小
学
校
高
学
年
以
上
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
人
と
な
り
は

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

扱
い
す
る
と
危
な
い
で
す
。
自

分
本
位
の
大
人
の
考
え
方
を
優

先
し
て
対
応
す
る
と
、
親
子
の

間
に
溝
が
生
じ
ま
す
。
夫
婦
間

で
も
同
じ
で
し
ょ
う
。

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
時
は
、

自
分
自
身
の
価
値
観
を
前
面
に

出
し
て
い
る
時
で
す
。
い
っ
た

ん
気
付
い
た
ら
、
相
手
の
立
場

も
考
え
て
く
だ
さ
い
。

学
校
に
行
け
な
い
、
外
で
友

達
と
遊
べ
な
い
、
子
ど
も
だ
っ

て
悩
ん
で
い
る
ん
だ
、
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
怒
鳴
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

こ
の
話
を
し
た
時
、
相
談
者

か
ら
は
　
「
み
ん
な
幸
い
ん
で
す

よ
ね
」
と
納
得
の
言
葉
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

◆
ア
イ
（
－
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

こ
れ
は
、
「
あ
な
た
は
ダ
メ

だ
。
あ
な
た
は
間
違
っ
て
い

る
」
と
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
「

私
は
こ
う
思
う
」
と
、
自
分
を

主
語
に
し
て
、
自
分
の
気
持
ち

や
考
え
、
時
に
は
感
情
を
言
葉

に
し
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。

こ
の
話
し
方
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

相
手
に
意
見
を
押
し
付
け
る
よ

う
な
印
象
を
与
え
な
い
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
相
手
を
尊
重
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

例
え
ば
テ
レ
ワ
ー
ク
の
準
備
で

資
料
を
作
成
中
、
子
ど
も
が
隣

で
ゲ
ー
ム
を
始
め
ま
し
た
。
「
父

親
が
仕
事
中
に
ゲ
ー
ム
と
は
何

だ
、
け
し
か
ら
ん
」
　
と
思
い
、

イ
ラ
イ
ラ
が
強
く
な
る
と
、
「
う

る
さ
い
」
と
大
声
が
出
ま
す
。

こ
ん
な
時
「
外
に
行
け
な
い

）

か
ら
お
前
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い

る
の
は
分
か
る
。
こ
っ
ち
の
仕

事
が
一
段
落
す
る
ま
で
3
0
分

で
い
い
か
ら
ゲ
ー
ム
は
や
め
て

く
れ
な
い
か
」
と
い
う
言
葉
が

出
れ
ば
、
子
ど
も
も
分
か
っ
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
職

場
と
家
庭
の
変
化
。
危
機
感
を

持
つ
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
新

し
い
試
み
を
考
え
実
現
し
て
い

く
好
機
と
と
ら
え
る
こ
と
も
欠

か
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

家
族
関
係
の
見
直
し
、
親
子

間
の
信
頼
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
こ
で
示
し
た
、
相
手
を
尊
重

す

る

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

は

家
庭
だ
け
で
は
な
く
職
場
で
も

も
ち
ろ
ん
通
用
し
ま
す
。

ぜ
ひ
試
み
て
く
だ
さ
い
。

【
筆
者
紹
介
】

相
木
勇
一
（
か
し
わ
ざ
・
ゆ
う

い
ち
）
　
1
9
4
1
年
生
ま
れ
。

大
学
卒
業
後
、
新
聞
社
勤
務
を

経
て
、
現
在
E
A
P
企
業
で
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
動
。
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
家
族
相
談

士
、
交
流
分
析
士
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
以
来
、
首
都
圏
の
医
療

機
関
で
は
最
前
線
で
治
療
に
あ

た
る
医
療
従
事
者
の
方
々
を
感

染
リ
ス
ク
か
ら
守
る
為
の
医
療

用
資
材
の
不
足
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
女
性
ま
ち
づ
く
り

団
体
「
気
仙
沼
つ
ば
き
会
」
　
さ

ん
ら
が
中
心
と
な
っ
て
ポ
リ
袋

と
養
生
テ
ー
プ
で
作
っ
た
簡
易

防
護
服
を
医
療
機
関
や
高
齢
者

施
設
等
へ
届
け
る
　
「
防
護
服
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
　
を
立
ち
上

げ
、
気
仙
沼
か
ら
全
国
に
活
動

の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

当
女
性
部
会
有
志
も
五
月
か

ら
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
、
こ
れ
ま
で
に
約
三
百
着

の
簡
易
防
護
服
を
納
め
る
こ
と

が
出
来
た
。

こ
の
簡
易
防
護
服
は
感
染
予

防
の
観
点
か
ら
一
度
使
用
し
た

も
の
は
破
棄
す
る
た
め
消
費
量

が
多
く
、
医
療
機
関
で
は
十
分

な
数
を
確
保
す
る
の
に
と
て
も

苦
慮
さ
れ
て
い
た
の
で
現
場
の

負
荷
軽
減
に
な
る
。
ま
た
、
通

常
の
診
察
服
・
防
護
服
の
上
か

ら
着
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
着

脱
に
か
か
る
時
間
が
大
幅
に
短

縮
す
る
の
で
、
業
務
に
充
て
る

時
間
を
増
や
す
こ
と
に
も
役

立
っ
て
い
る
。

経
済
活
動
も
徐
々
に
再
開
さ

れ
て
き
た
が
、
感
染
拡
大
の
第

二
波
到
来
が
懸
念
さ
れ
て
お
り

ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

今
後
も
P
C
R
検
査
の
増
加

等
に
伴
い
防
護
服
の
必
要
性
は

さ
ら
に
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
こ
の
国
難
と
も
い

え
る
事
態
下
に
お
い
て
医
療
崩

壊
を
防
ぐ
為
に
微
力
な
が
ら
協

力
を
続
け
て
い
き
た
い
。

こ
の
活
動
は
誰
で
も
参
加
可

能
で
あ
り
、
参
加
形
態
に
は
「
団

体
」
　
「
個
人
」
　
「
寄
付
」
　
の
3
パ

タ
ー
ン
が
あ
る
。

詳
し
い
内
容
は
　
『
防
護
服
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
H
P
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

し

ヽ

、

－
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未
加
入
企
業
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い
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員
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中
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／
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－

＼

、

法
人
会
は
よ
き
経
営
者
を
目

指
す
も
の
の
団
体
と
し
て
会
員

の
積
極
的
な
自
己
啓
発
を
支
援

し
、
納
税
意
識
の
向
上
と
企
業

経
営
お
よ
び
会
社
の
健
全
な
発

展
に
貢
献
し
ま
す
。

正
し
い
税
知
識
を
は
じ
め
企

業
経
営
に
求
め
ら
れ
る
知
識
や

情
報
を
提
供
す
る
為
、
セ
ミ

ナ
ー
や
講
演
会
を
開
催
し
、
経

営
者
自
身
や
幹
部
社
員
・
各
部

門
担
当
者
の
人
材
育
成
に
も
お

役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
常
に
企
業
の
立
場
で

全
国
の
会
員
の
声
を
集
結
し
、

大
局
的
見
地
か
ら
税
制
改
正
に

つ
い
て
強
く
意
見
活
動
を
続
け

て
お
り
、
仲
間
が
多
い
ほ
ど
大

き
な
実
り
が
あ
り
ま
す
。

お
知
り
合
い
の
事
業
所
で
、

ま
だ
会
員
に
な
っ
て
い
な
い
方

が
お
あ
り
で
し
た
ら
、
是
非
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
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